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ザイン・アッディーン・マァバリー・マリーバーリー著

『ポルトガル人の状況に関するジハード 
戦士の贈り物』訳注（ 7 ）

谷 　 口 　 淳 　 一 　

第 4章　フランクのマラバルへの到来と彼らの醜悪な行為の一部（承前）

［65（143）］

第11節　ザモリンとフランクの 5度目の和平
フランクの問題が以上のような形で続き、ムスリムたちはますます勢

いを失い貧窮してしまったので、ザモリンはフランクと和平を結び、彼
の臣民たちは、他の者たちと同様に、フランクの許可証を携えて航海に
出ることとなった。この和平成立は、〔 9 〕63年 1 月 1 日1）のことであっ
た。

それから 2 年以上経ったときに、フランクとカナノール 2）、ダルマ
ファッタン 3）およびそれらの周辺のムスリムたちとの間で対立が生じた。
彼らは、 2 年足らずのあいだ対立していたが、そののち和解した。そし
て、ムスリムたちは、従来の慣習どおり、フランクの許可証を携えて航
海に出るようになった。両者が対立していた時期には、有力な指導者ア

＊本稿は『ポルトガル人の状況に関するジハード戦士の贈り物』第 4 章第11節～第
12節［Tuḥfa/L: 65－74］の日本語訳注である。原典と著者、訳注作成の方針など
については、「ジハード戦士の贈り物（ 1 ）」および「谷口2012」を参照されたい。
本稿が扱う時期のマラバルおよびその周辺の諸事件については、Logan 1887［pp. 
331－334］に概要が記されている。

1 ）ユリウス暦1555年11月16日。なお、Tuḥfa/LではMuḥarram（ 1 月）の語が欠
けているが、A・B・C各写本より補った［A: f. 26b; B: f. 142b; C: p. 65］。

2 ）Kannanūr （Kannur/Cannanore）. Kannur県の中心都市。カリカットの北西
60kmに位置する。

3 ）Darmafattan. カナノールの約20km南に位置する河口の島にあった港市。現在
のDharmadamに比定される［Nainar 1942: 32; 大旅行記： 6 巻174頁注127］。
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リー・アーズィラージャー4）─神が彼に善行を成就させんことを 5）

─がジハードに尽力していたのであった。彼はジハードに大きな努力
を傾け、財貨を費やした。しかし、その地の支配者コーラッティリ 6）と
民は、そのジハードについて彼に同意しなかったのである。

同じ時期に、呪われしフランク─神が彼らを見捨てんことを─は、
アーズィラージャーを圧迫すべく、彼と関係の深いマラバルの島々へグ
ラーブ船 7）で向かい、アミーニー島 8）に上陸し、島民の多数を殺害し、
400名以上の男女を捕らえ、島にあった財貨の大部分を略奪し、その家
屋とマスジドの大半を焼き払った。［66（142）］アミーニーへ入るより
も前に、彼らはシータラーカム9）に到来し、そこにいる者の一部を殺害し、
別の一部を捕虜にした。これらの島々の民は、自分たちには武器もなけ
れば、戦闘員（man yuqātilu）もいないということを気に掛けなかった。
このような状態にもかかわらず、彼らのうちの一群の人々が〔戦って〕
殉教した。そのなかには、当地のカーディーで徳のある善良で高齢の男
性─神が彼に慈悲をかけんことを─や、善良な女性もいた。武器が
ないにもかかわらず、彼らは殉教を覚悟して〔戦った〕。島の住民たちは、
フランクに土や石を投げつけ、木材片で打って〔戦ったが、ついにはフ
ランクが〕彼らを殺害したのである。神が彼らに広大な慈悲をかけんこ
とを。

その島々は多いが、都市に相当する大きな島は、アミーニー、カワラ

4 ）アリー・アーズィラージャー（‘Alī Āḏirāǧā）：カナノールの有力なムスリム一
族であるアラッカル（Arakkal）家の当主が帯びた称号。アリー・ラージャー

（‘Alī Rāǧā）ともいう。同家はマラバルの海上交易を基盤とし、16世紀から18世
紀にかけて、経済のみならず政治的にも大きな力を有した［Mailaparambil 
2012: 1 －3, 45－47; ジハード戦士の贈り物（ 6 ）：34頁］。

5 ）神が彼に善行を成就させんことを（waffaqa-hu Allāhu li-l-ḫayrāti）：Tuḥfa/L
では前置詞liが欠けているが、各写本より補った［A: f. 27a; B: f. 143a; C: p. 65; D: 
f. 21b］。

6 ）Kūlattirī（Kōlattiri）．カナノール周辺を領有していた支配者の称号。
7 ）グラーブ船（aġriba）: sg. ġurāb. 軍用船の一種。櫂と帆の両方を用いる［Agius 

2008: 348－351］。
8 ）Ǧazīrat Amīnī （Amīndīvi）．マラバル沖のラッカディブ諸島に属する島。なお、

ラッカディブ諸島の各島名のアラビア文字表記と現代のローマ字表記について
は、Tibbetts 1971 ［p. 460］を参考にした。

9 ）Šītalākam （Chetlat）．ラッカディブ諸島に属す島。
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ディーブ10）、アンドルー11）、カルフィーニー12）、ミリカイ13）の 5 島である。
小さいが人口の多い島は、アカティー14）、カンジャマンジャラー15）、キル
タン16）、シータラーカムである。

誉れ高き至高なる神は、その僕たちに対する試練を欲すると、フラン
クに猶予を与え、たとえばマラバルやグジャラート（Ǧuzarāt）、コン
カン17）などにある港市の多くにおいて彼らに力を与えた。彼らは、知恵
を傾け意見を集めて、多くの国々を支配した。そして、ホルムズ

（Hurmūz.）、マスカット 18）、モルディブ（Dīw Maḥal）、スマトラ
（Šamṭara）、マラッカ（Malāqa）、マルク19）、マイラープール20）、ナークファ
タン21）─最後の 2 港は、コロマンデル（Šūlamandal）の港市である─、

［67 （141）］セイロン（Sīlān）の多数の港市に城塞を建設した。彼らは
中国（al-Ṣīn）にまで至り、上記やその他の港市における商売は彼らの
ものとなった。それらの場所では、ムスリム商人たちは彼らに対して奉
仕するがごとくへりくだり従順であり、フランクの欲求が少ないものし
か商えない。フランクが欲し利益が大きい品物は、彼らの独占となり、
彼ら以外の者が商うことはできないのである。

彼らは当初、ムスリムに胡椒と生姜の商売を禁じたのであるが、その
後、シナモン（qirfa）、クローブ（qaranful）、ナツメグ（basbās）など、
利益の大きいものの商売を禁じ、アラブの地（barr al-‘Arab）、マラッカ、

10）Kawaradīb（Kavaratti）．ラッカディブ諸島に属す島。
11）Andrū （Androth）．ラッカディブ諸島に属す島。
12）Kalfīnī （Kalpeni）．ラッカディブ諸島に属す島。
13）Milikai （Minicoy）．ラッカディブ諸島の南端に位置する島。
14）Akatī （Agatti）．ラッカディブ諸島に属す島。
15）Kanǧamanǧalā （Kadmat）．ラッカディブ諸島に属す島。
16）Kiltan．ラッカディブ諸島に属す島。
17）Kunkan （Konkan）．マラバルの北に連なる海岸地帯の名称。現在のマハーラー

シュトラ州の海岸部にほぼ相当する。
18）Maskat （Muscut）．アラビア半島東部オマーン湾に臨む港市。アラビア文字で

はMasqaṭとも表記される。
19）Malūkū （Moluccas）．インドネシア東部に分布するマルク諸島（モルッカ諸島）

［Tibbetts 1971: 500］。
20）Maylāpūr （Mylapore）．チェンナイ（マドラス）南部の港市。聖トマス殉教の

地とされる。
21）Nāk-fatan. タミルナドゥ州コロマンデル海岸南部の港市Nagapattinamであろう

［Tibbetts 1971: 467］。

45



アチェ（Ašī）、テナッセリム22）などへの航海を禁じた。したがって、マ
ラバルのムスリムには、ビンロウ（fawfal）、ココヤシ（nāraǧīl）、衣類
などの商売と、グジャラート、コンカン、コロマンデル、カヤルパティ
ナム地方（aṭrāf Qāʼil）への航海しか残らなかった。

彼らはまた、マラバルの民から米を断つために、ホンナバル 23）、バー
サルール 24）、マンガロール（Manǧalūr）に城塞を築いた。というのも、
米はそれらの港市からマラバルやゴア（Kūwah）へ、またアラブの地
へと運ばれるからである。フランク─神が彼らを見捨てんことを─
は最果ての地からさまざまな物品を運ぶようになり、各地に満ちて増加
した。諸港市の支配者たちは彼らに屈服し、ついには、それらにおける
支配はフランクによる支配へとかわっていったのである。［68 （140）］
彼らの安全保証と許可証を伴う場合を除き、航海は途絶えた。彼らの商
売と船舶は増加し、彼らの船舶による場合を除き、ムスリムの商売は減
少した。

フランクが建築した城塞を奪ったのは、以下の者たちだけであった。
まず、スルターンにしてジハード戦士であるスルターン・アリー・ア
シー25）─神が彼の寝所を照らさんことを─は、スマトラを征服し26）

そこをイスラームの家とした。ムスリムを代表して、彼に神が最良の報
いを与えんことを。さらに、カリカット港市（bandar Kālīkūt）の支配

22）Ðanāṣarī （Tenasserim）．マレー半島北部西岸の地域名。現在はミャンマー領の
最南端に位置する。語頭の文字は、アラビア文字dālの下に∵が付されたもの。
アラビア文字ではTanāṣarīという表記もみられるようである［Tibbetts 1971: 
477, 481］。なお、Tuḥfa_trans/N 2 ［p. 131, n. 4 ］は、フィリピンのDanao（セ
ブ島）と推測している。

23）Hannūr（Honnavar）．ゴアの南南東約110kmに位置する港市。イブン・バッ
トゥータが同地を訪れている［大旅行記 6 巻106－112頁、157－158頁注54; Ibn 
Baṭṭūṭa/DS, v. 4 : 65－71; Ibn Baṭṭūṭa_trans/Gibb, v. 4 : 802－805］。なお、上記
の各翻訳ではこの地名をHinawrまたはHinaourと記しているが、アブー・アル
フィダーは、最初のhにはaの母音を付け、nは二重子音にして読むと説明してい
る［Taqwīm: 354］。

24）Bāsalūr. ホンナバルとマンガロールの中間にあった港市 Bāsarūr であろう
［Taqwīm: 354; Nainar 1942: 28; Tibbetts 1971: 456］。同地を訪れたイブン・バッ
トゥータはAbū Sarūrと記している［大旅行記： 6 巻118頁 , 167頁注98; Ibn 
Baṭṭūṭa/DS., v. 4 : 77; Ibn Baṭṭūṭa_trans/Gibb, v. 4 : 807－808］。

25）al-Sulṭān ‘Alī al-Ašī． アチェ王国の王‘Alī Muġāyat Šāh （1530年頃没）のことか。
彼は、1520 年頃にポルトガル人からスマトラ北部を奪ったことで知られる

［“Aceh,” EI 3 ; NID: 346－347］。
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者ザモリンは、カリカットとチャリヤム27）の城塞を征服した。また、セ
イロンの支配者は、フランクがそこに建てた城塞をすべて征服した。た
だし、それらの城塞は他のものと異なり堅固ではない。26）27）

当初、フランクは、自分たちの安全保証と許可証を尊重していた。し
たがって、何らかの理由がない限り、彼らの許可証を持っている船主に
危害を加えることはなかった。ところが、〔 9 〕60年 28）頃より、彼らは
船主に航海の許可証を与えておきながら、洋上で（fī al-bāḥa）船主を捕
らえると、その船と積荷を奪い、船内のムスリムやその他の人々を虐殺
し水中に沈めるという最悪の方法で殺害するようになった。フランクは
これらの人々を縄で縛り、そのうちの多くの者は網のようなものに入れ
たうえで、海中に沈めたのであった。
〔 9 〕70年29）またはそれ以前のことであるが、［69 （139）］フランクが

ゴアでアビシニア人ムスリム商人たちの大人数の集団を捕らえ、彼らに
キリスト教へ戻ることを強制し痛めつけた。その結果、ほとんどの者が
表向きはキリスト教徒となり、所持している財産を持ってゴアから出て
行った。その後、称えるべき神のおかげで、彼らはイスラームに戻った
のである。しかし、改宗を強制されたあるアビシニア人女性は、それを
拒否して審問を受け、それゆえについに殺害されてしまった。神が彼女
に慈悲をかけんことを。

第12節　 ザモリンとフランクとの対立の原因、後者との戦いへのグ
ラーブ船の出撃

フランクによる上述の行為やそれに類することが度重なり、ムスリム

26）Tuḥfa/Lでは、「スマトラを征服し」の後にwa ǧala‘aと読める語句が見えるが、
これは直後のǧa‘ala-hā（そこを～とした）の一部が綴りの順を違えたうえで重複
して写されたと考え、省いて解釈した。写本のうちこの語句が記されているの
はD写本のみで、他の 3 写本にはこの語句は見えない［A: f. 28b; B: f. 144a; C: p. 
68; D: f. 22b］。なお、Nainarはこれを地名と考えたようで、Jala‘aと訳出してい
るが、何も注記していない［Tuḥfa_trans/N 1 : 81］。

27）Šāliyāt （Chaliyam）．カリカットの南10kmに位置するチャリヤム川河口の港市
［Nainar 1942: 73; 大旅行記： 6 巻193頁注216］。

28）ユリウス暦1552年または1553年。
29）ユリウス暦1562年または1563年。
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の航海が禁じられて彼らの打つ手が限られてくると、プドパッタナム 30）、
スィッコディ31）、ファンダライナ 32）などの民からなる一団が小型グラー
ブ船と兵器を準備するよう求められた 33）。そして、フランクの許可証を
持たずに海に出て、フランクに対してジハードを仕掛け、彼らのグラー
ブ船とマルカブ船34）を手当たり次第に拿捕した。ザモリンの臣民である
カッパト35）、バンダル・ジャディード36）、カリカット、ポンナニ37）の民が
彼らに続いた。彼らはフランクのマルカブ船とグラーブ船の多くを奪い、

［70（138）］大勢を捕らえ、多くの財貨がムスリムのものとなった。か
つて一連の戦いの最初期にムスリムが目の当たりにしたフランクの勝利
とは逆に、神は、勝利と征服の印をムスリムに見せたのである。さらに
彼らは、グジャラートやコンカンなどの不信仰者たちの船も多数拿捕し
た。フランクは、完璧な防備を備えるか多数のグラーブ船とマルカブ船
を伴わない限り、ほとんど航海しなくなった。

ところが、不信仰者たちの財貨が少なくなると、非道かつ敵対的なこ
とに、グラーブ船の民はムスリムの財貨を強奪し始めた。その主な理由
は以下の通りである。グラーブ船の民のほとんどは、多くの財貨を持っ
ていない細民であり、それゆえ、大部分のグラーブ船は集団内で共有さ
れている。彼らは出撃時に、ムスリムの財貨には手を出さないと約束し
ていたのであるが、不信仰者の財貨から彼らの支出に見合うだけのもの

30）Pudfattan （Pudupattanam/Putupattanam）．マへの南東にあった港市［Nainar 
1942: 29; 大旅行記： 6 巻174－175頁注128］。

31）Tirkūđ． （Trikkodi/Thikkodi）．カリカットの北西30kmに位置する港市。語末
の文字は、アラビア文字dālの下に∵が付されたもの。Cf. Logan 1887: 72.

32）Fandarayna/Fandarīna. マラバル海岸北部、カナノールとカリカットの間に存
在した港市［Nainar 1942: 34－35; Tibbetts 1971: 457; 大旅行記： 6 巻176－177
頁注138］。

33）「求められた」と訳出した箇所は、Tuḥfa/Lではintadā（集まった）となってい
るが、B ［f. 144b］、C ［p. 69］、D ［f. 23a］の各写本に従い、untudiba（委託さ
れた）と読んだ。

34）マルカブ船（marākib）: markab （pl. marākib）は船舶一般を意味する語であり、
本訳では原則として「船」と訳している。ただし、この箇所のように、グラー
ブ船など他の種類の船と併記されている場合は、区別するために「マルカブ船」
と訳している。

35）Kāpkāt （Kappatt）．カリカットの10km余り北西に位置する港市。
36）al-Bandar al-Ǧadīd.「新しい港」という意味の名称から、比較的近い時代にザモ

リン領内に新設された港と推測されるが、その位置などは不明である。
37）Fannān （Ponnani）．カリカットの東南 6 kmに位置する港市。
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が得られなかった場合は、支出分と同程度のものを得るために、たとえ
ムスリムの財貨であったとしても、見つけたものは奪った。そして、ム
スリムの財貨を奪った場合〔でも〕、彼らはそれを持ち主に返さないの
である。というのも、彼らの間には、実力を伴って彼らを支配する者が
いないからである。国の支配者は彼らが奪ったものから分け前を得てお
り、〔上記の行為を〕禁止するだけでは、彼らに対してほとんど効き目
がない。敬虔さを堅持する者であれば話は別だが、そのような人物はめっ
たにいないのである。
〔 9 〕74年 9 月中旬38）、ポンナニとファンダライナなどの民がポンナニ

から［71（137）］およそ12隻のグラーブ船で出航し、ポンナニ沖でフラ
ンクのバルシャ船 39）を拿捕した。それは、ベンガル（Banǧāla）から到
来した船で、米と砂糖を積んでいた。
〔 9 〕76年 6 月 8 日40）土曜、ポンナニとファンダライナなどの民から

成るグラーブ船の民が、ポンナニから17隻のグラーブ船で出航した。そ
の中にはクッティ・ブーカル41）がいた。彼らはコーチン（Kašī）から出
航した大きなバルシャ船をチャリヤム沖で拿捕した。その船は完全に装
備され、フランクの勇

つわ

者
もの

とキリスト教への改宗者（mutanaṣṣir）および
彼らの奴隷あわせて約1000人が乗船し、また、素晴らしい財貨が積まれ
ていた。戦闘時にバルシャ船で火の手が上がり、船は燃えてしまった。
ムスリムは大きな大砲をいくつか手に入れた。使用人と奴隷以外に、フ
ランクの勇者と有力者100人以上がムスリムに捕らえられた。残りの者は、
ある者は溺れ、別の者は焼かれて死亡した。以上のことについて、神に
称えあれ。

それから数日が過ぎた42）後、グラーブ船の民はカヤルパティナム方面
へと出航し、フランクの船22隻を拿捕した。そこには、キリスト教への

38）ユリウス暦1567年 3 月下旬。
39）バルシャ船（barša）：帆櫂両用の船。ガリオット船（galliot）［Agius 2008: 330］。
40）ユリウス暦1568年11月27日。
41）Kutti Būkar （Pūkar）. Kunǧ ʻAlī （Kunjali/Kunhali） 2 世。クンジュ・アリーは、

マラッカール家の当主が帯びた称号。同家は16世紀にザモリンの下で船団を率
いて軍事活動に従事したことで知られる［Tuḥfa_trans/N 2 : 132; Narayana 
2001: 1300－1303; ジハード戦士の贈り物（ 5 ）：23頁注39］。

42）「過ぎた」と訳した語は、Tuḥfa/Lではmāḍī（過ぎ去った［形容詞］）となって
いるが、各写本［A: f. 30b; B: f. 145b; C: p. 71; D: f. 24a］に従いmuḍīy（過ぎる
こと［動名詞］）と読んだ。
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改宗者も乗っていた。これらの船は、米を満載し、カヤルパティナムと
その地方［72（136）］、コロマンデルなどから到来した船で、そこには
3 頭の小さなゾウが載っていた。彼らは拿捕した船を伴ってポンナニへ
向かい、それらをそこの川に入船させた。
〔 9 〕78年 6 月下旬43）、前述のクッティ・ブーカルは、夜にマンガロー

ル川へ 6 隻のグラーブ船で入り込み、その地のフランクの城塞の大部分
を焼き払い、 1 隻の小さなグラーブ船を奪ったうえで、同行していたグ
ラーブ船団とともに無事にそこから退去した。カナノールの近くに至っ
た時、フランクのグラーブ船およそ15隻と遭遇した。クッティ・ブーカ
ルはフランクと戦って殉教し、彼─神が彼に広大な慈悲をかけんこと
を─の遺体は失われてしまった。同行していたグラーブ船のうち 2 隻
だけが無事であった。彼─神が彼に慈悲をかけんことを─は、フラ
ンク─神が彼らを見捨てんことを─に対するジハードに一途な意図
を抱いていたのである。

さて、有力な指導者であるカナノールの指導者アリー・アーズィラー
ジャー─神が彼に善行を成就させんことを─は、呪われしフランク
が原因でムスリムに生じた疲弊、甚だしい貧窮、商売の停止が長引いて
いるのを見て、もっとも偉大なスルターンにしてもっとも気高きシャー
たるアリー・アーディル・シャー─神が彼を支援し、神を満足させる
ことを彼に成就させんことを─に、贈り物を添えて手紙を送った。そ
の手紙には、マラバルのムスリムに降りかかったフランクの圧政と危害
に関する苦情、これら虐げられた者たちを神の道のためのジハードに
よってフランクの害悪から救い出して欲しいという救援要請が記されて
いた。

そこで、誉れ高き神は、彼の心にゴア港市に対する戦争の準備をする
気持ちを起こさせた。というのも、そこはインドにおけるフランクたち
の首府（dār al-mamlaka）であるが、かつては彼の最も高き祖先44）─
神が彼に慈悲をかけんことを─の港市の一つであったのである。また、
かつて［73（135）］ヴィジャヤナガル45）を滅ぼし、その支配者を殺害し

43）ユリウス暦1570年11月下旬。
44）彼の最も高き祖先（ǧaddi-hi al-a‘lā）: ‘Alī ‘Ādil Šāhの曾祖父Yūsuf ‘Ādil Šāhを指

す。アーディル・シャーヒー朝とポルトガルによるゴアをめぐる抗争について
は「ジハード戦士の贈り物（ 4 ）」［41－42頁］にも記述がある。
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た直後に、アーディル・シャーとニザーム・シャー46）─神がみずから
を満足させることを両者に成就させんことを─の間で、両者がゴアと
チャウルを征服するという合意が成っていたのであった。45）46）

アーズィラージャーの手紙がアーディル・シャーに届くや、彼と大臣
たちは直ちに出陣し、ゴアに対して陣を構え、フランクに対する戦いと
糧食〔供給〕の遮断を開始した。また、アーディル・シャーはザモリン
に書状（marsūm）を送り、その中でゴアとの戦いを開始したことを述べ、
自分への支援とフランクに対する糧食〔供給〕の遮断を求めた。もっと
も、ザモリンと彼の臣民たちは、以前より多年にわたってフランクと対
立し戦っていたのであるが。そして、ザモリンがチャリヤムでフランク
との戦いに忙殺されているところに、アーディル・シャーの使節が到着
したのであった。

ニザーム・シャーと大臣たちは、チャウルに対して陣を構えて戦い始
め、巨大な大砲で城郭（ḥiṣār）を破壊した。征服することは可能であっ
たが、ニザーム・シャーは、アーディル・シャーに対して悪意を抱いて
おり、他方フランクの権勢を過大視していたため、〔攻撃の手を〕弛め、
戦いを止めて、フランクと和平を結んだ。

アーディル・シャーについては、〔フランクと和平を結んだことは〕
やむを得ない。というのも、ゴアは彼の軍団から遠く、川が両者の間を
妨げており、そのうえ堅固で近寄り難く、そこには多くの馬 47）がいて、
比類なき強者である神48）が成就させてくれなければ、それを支配するこ

45）Biǧānagar. 14－17世紀にインド南部を支配したヒンドゥー王国（1336－1649年）。
なお、注頭に示したTuḥfa/Lの綴りはA写本［f. 31a］とD写本［f. 24b］に見ら
れる。B写本［f. 146b］はBiǧyānagar、C写本［p. 73］はBīǧānagarと読める。

46）Niẓām Šāh. 前後の記述の年代を考えると、972－997［1565－1588/89］年に在位
したニザーム・シャーヒー朝（アフマドナガル王国）の君主ムルタダー 1 世

（Murtaḍā b. Ḥusayn）［NID: 326］と考えられる。
47）多くの馬（ḥuṣun kaṯīra）: ḥuṣunはḥiṣān（馬）の複数形。軍馬の多さを表現して

いると考えられるが、文脈からするとやや不自然にも思える。Nainarは“extensive 
fortifications”と訳している［Tuḥfa_trans/N 1 : 86］。彼はこの語をḥiṣn（防御施
設）と読んだと思われるが、これは単数形であり、後続の形容詞kaṯīra（多くの）
が女性形（複数形に対応）であることと整合しない。またḥiṣnの複数形はḥuṣūn
であり、テキスト中の語とは綴りが異なる。つまりNainarの解釈の方が文脈に
は合うが、文法的にはうまく説明できない。なお、 4 写本とも当該箇所は本注
冒頭に掲げた綴りとなっている［A: f. 31b; B: f. 146b; C: p. 73; D: f. 24b］。

48）比類なき強者である神（Allāh al-‘Azīz）：Tuḥfa/Lでは‘Azīzに冠詞が付いていな
いが、C写本［p. 73］に従って補った。
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とはできないのである。さらに、一部の大臣たちが、アーディル・シャー
を捕らえてゴアのフランクの許にいる別の王族を即位させることでフラ
ンクと合意したのであった。アーディル・シャーは、このことに気づき
恐れて、軍営から密かに脱出した。足場を固めると、［74（134）］アーディ
ル・シャーはその大臣たちを呼び出して投獄し、懲らしめたうえで彼ら
に対する恩遇を取り消した。

その後、アーディル・シャーは、必要に迫られてフランクと和平を結
んだ。しかし、フランクは、この期間にゴアの防備を強化し非常に近寄
り難くしたため、外部から侵入することは不可能になった。以上のこと
は、比類なき強者にして叡智者による定めなのである 49）。また、実はニ
ザーム・シャーと彼の大臣たちおよびアーディル・シャーの大臣たちは、
アーディル・シャーを欺いていたのであった 50）。彼らは、宗教の敵であ
るフランクから賄賂を受け取り、彼らに食糧を届けて支援したのである。
神が彼らに然るべき報いを与えんことを。

49）『クルアーン』 6 章96節に類似の一節がある。
50）この文の冒頭は、Tuḥfa/LとTuḥfa/Q ［p. 47 （50）］および 4 写本すべて［A: f. 

32a; B: f. 147a; C: p. 74; D: f. 25a］で wa-ayḍan qad ḫadaʻa-hu wa-Niẓām 
Šāhu...（また、実は彼およびニザーム・シャーと…が彼を欺いていたのであっ
た）となっており、動詞ḫadaʻa（欺く）の活用のみで示される 3 人称単数男性の
主語が「ニザーム・シャー」に先立って存在する形になっている。このままで
読むと、動詞の最初の主語の解釈が難しい。そこで、Tuḥfa/Ṭ ［p. 293］に従って、
下線を引いた接続詞wa（および）を除いて読んだ。Nainarも同様の読み方をし
ている［Tuḥfa_trans/N 1 : 86］。
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